
 

やさしく かしこく たくましく              

   

 

 
 
 

「おさとう」挨拶の合言葉 
校長  北野 稔   

 

薫風が心地よい季節となりました。今、吉田小学校では子どもたち自身の考えをいか

した教育活動が行われています。その一つが委員会活動です。先日の児童朝会でも「自

分たちの手で学校をよりよくしたい」という子どもたちの思いが伝わってきました。朝

会では、保健環境委員会の子どもたちが挨拶について全校に語り掛けました。子どもた

ちが伝えたのは、「おさとう」挨拶の合言葉でした。 

お：大きな声で  さ：先取り（先に）  と：遠くから  う：後ろから 

最後の「後ろから」の挨拶は、難しいですね。委員会の子どもたちは、寸劇で全校の

子どもたちに解説をしました。 

「後ろからも挨拶をしましょう。そして、後

ろから挨拶が聞こえたら、振り向いて『〇○

さん、おはよう！』と声を掛けましょう。」

私は、なるほど、相手意識のある素晴らしい

提案だなと思いました。 

翌朝、子どもたちの挨拶は、変化を見せま

した。私の目を見て「校長先生、おはようご

ざいます。」と挨拶する子、それまで朝はあ

まり元気のなかった子が笑顔で挨拶する姿。

自らの意思で相手に歩み寄ろうとする心が感じられました。子ども自身の思いの詰まっ

た活動は、子どもたち自身の行動の原動力になることを再認識しました。 

大人はよく「挨拶をしましょう」と子どもたちに話します。なぜ、これほどまでに挨

拶が大切なのでしょうか。それは、挨拶とは「私はあなたの存在を認識しています」と

いうメッセージだからです。挨拶を交わさないということは、厳しい言い方をすれば、

目の前の相手を「いないもの」として扱うことと同じになってしまいます。相手を認識

し、その存在を尊重することからしか信頼関係は始まりません。科学的にも、挨拶は脳

内で「幸せホルモン」を分泌させ、ストレスを軽減し、集団への帰属意識を高めること

が証明されています。挨拶を交わした瞬間に心がふっと軽くなるのは、脳と心が「私は

ここにいていいのだ」「あなたを受け入れている」という安心感を得るからに他なりま

せん。「挨拶が響く学校」は、「命が大切にされる学校」です。 

吉田小学校が、一人一人の存在が認められ、大切にされる場所であり続けるよう、こ

れからも子どもたちの成長に寄り添ってまいります。地域や家庭においても、挨拶を励

行し温かな吉田地区を創っていきましょう。 
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吉田小学校大運動会開催のお知らせ 
吉田小学校、１学期の一大行事、大運動会の準備や練習が始まりました。

朝から元気な応援の声が校舎に響き渡っています。全校の業間運動「ぐん

ぐんタイム」も開始し、全校児童元気いっぱいです。運動会で、子どもた

ちの力いっぱいの競技、気合の入った応援が繰り広げられるように、これ

からも全校一丸となって取り組んでいきま

す。例年たくさんの地域の方々からも運動会

に来ていただいております。子どもたちの元

気な姿は、見る者の心を熱くし、元気がもらえ

ると応援に来てくださった方々からも絶賛を

いただいております。今年度も是非、たくさん

の方々にお越しいただき、24人の子どもたち

を応援するとともに、元気になって帰ってい

ただきたいと思います。児童、職員全員でお待

ちしております。尚、雨天の場合は体育館で種

目内容を工夫して実施します。 

＜日 時＞ 令和８年５月２３日（土） ８：４０～１１：４０ 

＜会 場＞ 吉田小学校 グラウンド （雨天は体育館で実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[応援団メンバー表] 

学年 赤組 学年 白組 

６年 団 長：馬場 洸太（小泉１） ６年 団 長：渡邊 結心（山谷） 

５年 
平野 暖貴（小泉３） 

柳 一颯（山谷） 
５年 

関口 陽斗（小泉３） 

髙橋孝太郎（稲葉） 

４年 佐藤 成（小泉３） ４年  齋藤 美織（小泉３） 

３年 春日 穂花（樽沢） ３年 髙橋進次郎（稲葉） 

白組応援団長 渡邊 結心 です。（山谷） 

私は、大きな声で動きや声がそろった応援ができるように頑

張ります。そして、楽しく、みんなの仲を深めることができる

運動会にしたいです。家の人や地域の皆さん、私たちの最後ま

で頑張る姿を是非見に来てください。 

赤組応援団長 馬場 洸太です。（小泉１） 

ぼくは、応援の仕方を分かりやすく説明して、みんなを

引っ張っていきたいです。そして、思い出に残る運動会に

したいです。赤組の皆さん、競技と応援のダブル優勝を取

ることができるように頑張りましょう。 

 

 

 

 

ホームページでの掲載を 

省略させていただきます。 

ご了承ください。 



 

１年生を迎える会 
 入学式から２週間過ぎた４月28日、1年生を

歓迎し、全校児童の心のつながりをより深める

ために１年生を迎える会を行いました。２～６

年生は、１年生に歓迎の心を伝えるために、歓

迎の言葉や学校紹介、インタビュー、プレゼン

ト、ゲーム、太鼓演奏などを準備しました。当

日、１年生と６年生が手をつないでの入場から、

会場は温かくて明るい雰囲気に包まれました。

ゲームには、参観の保護者も参加し、みんなで

盛り上がりました。 

吉田小学校では、全校の活動をたくさん設定

しています。年齢の違う児童が一緒に活動することで、伝統の継承や社会性の育成を促進するこ

とができます。そして、より多くの人たちが触れ合うことで、人間性が育ちます。１年生を迎え

る会で、主役の１年生はより安心して学校生活を過ごすことができるようになりました。そして、

歓迎した２～６年生は、人のために行動するおもいやりの心を身に付けることができました。 

 

 
１年生から「メッセージと歌のお返し」がありました！ 



 

ご協力ありがとうございました 
PTA、地域の方々の協力を得て、校庭の遊具とプールのフ

ェンスを設置しました。近年、PTA会員の減少で、作業が困

難になってきておりますが、今年は、昨年以上の協力者に

集まっていただきました。子どものために協力を惜しまな

い吉田の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。遊具の点検を終え、い

よいよ４月 30 日、吉田遊園地の開園となりました。少し肌寒い日で

したが、子どもたちは一斉に遊具に集まり、にぎやかに遊び始めまし

た。このように遊具がたくさんある学校はとても貴重です。地域の皆

様も、是非、吉田遊園地に遊びにおいでください。 

自転車安全教室 
４月30日、吉田駐在所長様、十日町市交通安

全協会の皆様、十日町市交通指導員の皆様をお

迎えして、安全な自転車の乗り方についてお話

を聞いたり、実技を行ったりしました。真剣な

表情で話を聞いたり実技に取り組む子どもたち

の姿に、改めて「一人一人の大切な命を守り抜く」という決意を強くした

ところです。さて、今年４月より、16歳以上の自転車利用者に対して反則

金制度が導入されました。小学生は反則金の対象ではありませんが、中学

生・高校生になればルール遵守への責任がより重くなります。今のうちか

ら「自転車は『車の仲間』である」という意識をもつことが、将来の自分

を守ることにつながります。今後、子どもたちが自転車に乗る機会が増え

ると思います。家庭・地域での見守り、適切な指導をよろしくお願いします。 

[学校行事予定] 

お詫びと訂正４月あすなろで以下の２点に誤りがありました。訂正してお詫びいたします。 

×「二葉屋」 → ○「二葉家」     ×「 境整備作業」→○「環境整備作業」  

＜５月の予定＞ 
１日（金）中学校区計画訪問（４限給食後下校） 

７日（木）後援会・同窓会役員会18:00～ 

８日（金）避難訓練 

11日（月）中学校区学校運営協議会18:00～（吉田中） 

14日（木）市ＰＴＡ連代議員会 

21日（木）委員会活動 

22日（金）運動会前日準備 

23日（土）大運動会（午前実施）雨天は体育館 

25日（月）振替休業日 

27日（水）心臓検診（１・４年） 

28日（木）クラブ活動（４～６年） 

29日（金）月曜校時 内科検診 

 

＜６月の予定＞ 
１日（月）小中あいさつ運動①１日目 

     耳鼻科検診 

４日（木）眼科検診 ６限太鼓（３～６年） 

５日（金）いじめ見逃しゼロスクール集会 

（５・６年：吉田中） 

８日（月）小中あいさつ運動①２日目 

９日（火）メディアコントロール講演会（鐙島小） 

10日（木）プール清掃 

11日（木）個別懇談①１日目 

12日（金）個別懇談①２日目 

16日（火）歯科検診 

18日（木）委員会活動 

25日（木）クラブ活動 

26日（金）キッズ英語塾  


